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槇尾川の治水目標について

平成２２年５月１９日（水）
第３回「槇尾川ダム建設事業」等に関する有識者会議

資料
５
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当面の治水目標の設定事例＜槇尾川＞

【槇尾川の現状】
・中下流部の河川改修（50mm対策）と上流部のダム建設を実施中。

【氾濫解析の前提条件】
・１洪水を対象として水位がHWLに達すれば、上流から順次破堤するとして
氾濫解析を実施。

【効果－費用】
・ 「効果－費用」により、治水施設の整備に必要な当面の治水目標を設定。

■治水目標の設定の考え方

・氾濫解析により、現況での地先の危険度（想定被害）を把握。

・危険度ⅠもしくはⅡが残れば、想定被害を解消したことにより
得られる対策の「効果」と想定被害を解消するために必要な
対策の「費用」を算定し事業効率等を考慮した「効果－費用」

により、治水施設の整備に必要な当面の治水目標を設定。

B-Cにより選択

65㍉への対応 80㍉への対応or

現況
50ﾐﾘ対策
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(年確率）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

　壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
　　　　2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大

現況での地先の危険度の把握
■現況での地先の危険度
・氾濫解析結果より、時間雨量65,80ﾐﾘ降雨に対して危険度Ⅱが残ることを把握。
⇒「B－C」により、治水施設の整備に必要な当面の治水目標を設定する。

現況の地先の危険度

被害なし
0.67㎢
4,782人

32,033百万円

3.13㎢
25,893人
52,551百万円

被害なし
0.16㎢
1,066人
5,739百万円

0.97㎢
7,770人

13,034百万円

被害なし
0.01㎢
14人

101百万円

0.01㎢
27人

47百万円

被害なし0.01㎢
10人

55百万円

0.01㎢
14人

33百万円

＜現況＞

被害なし被害なし被害なし

被害なし0.67㎢
4,867人

32,394百万円

3.09㎢
25,523人
52,058百万円

被害なし
0.15㎢
1,003人
5,317百万円

1.01㎢
8,073人

14,006百万円

被害なし
0.01㎢
4人

45百万円

0.03㎢
95人

212百万円
次の
Step
へ

＜50mm対策＞

危険度Ⅲ Ⅱ Ⅰ 危険度Ⅲ Ⅱ Ⅰ
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危険度の解消に必要な対策費用

■対策費用の検討
・現況から50㍉対策後、65㍉もしくは80㍉対策を実施する場合の概算対策費を検討。
・当面の治水目標設定に必要な「対策費用（C）」 は、ダム＋河川改修、河川改修
にて65ﾐﾘ、80ミリ対策の最適案を検討。

・ただし、具体的な治水手法選択は、当面の治水目標を踏まえ、現地の状況に応じ
て様々な治水手法を組合せて選択。

河川改修
（１１２億円）

ダム＋河川改修
（１０８億円）

現況⇒
時間65ﾐﾘ程度への対応

河川改修
（７４９億円）

ダム＋河川改修
（７２０億円）

現況⇒
時間80ﾐﾘ程度への対応

対策案及び対策費用（C）当面の治水目標
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(年確率）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

　壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
　　　　2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大

当面の治水目標の設定
■ 当面の治水目標の検討結果

・効果－費用により、当面の治水目標を時間雨量65㍉への対応とする。

80㍉完成後65㍉完成後

(年確率）

Ⅲ Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
0.27km2 0.06km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
1.64km2 0.63km2 被害なし

Ⅲ Ⅱ Ⅰ
2.29km2 1.03km2 被害なし

床下浸水 床上浸水
(0.5m以上)

　壊滅的な被害
（浸水深3.0m以上）
(家屋流出指数
　　　　2.5m3/s2以上)

50ﾐﾘ程度
(1/10)

65ﾐﾘ程度
(1/30)

80ﾐﾘ程度
(1/100)

90ﾐﾘ程度
(1/200)

(被害の程度）

（
発
生
頻
度

）

大小

小

大

被害なし0.42㎢
3,036人

19,523百万円

2.48㎢
21,761人
42,846百万円

被害なし0.05㎢
177人

1,116百万円

0.19㎢
1,895人

1,911百万円

被害なし被害なし被害なし

被害なし被害なし被害なし

被害なし被害なし被害なし

被害なし
0.41㎢
3,221人

20,454百万円

2.48㎢
22,188人
43,962百万円

被害なし被害なし被害なし

被害なし被害なし被害なし

効果： １５３億円

費用： １０８億円

効果： １７１億円

費用： ７２０億円

効果－費用 = ４５億円 効果－費用 = －５４９億円大＞小

⇒ 当面の治水目標を時間雨量６５ﾐﾘへの対応とする

危険度Ⅲ Ⅱ Ⅰ 危険度Ⅲ Ⅱ Ⅰ


